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が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　

牟
礼
正
稔
市
長
は
同

日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
。

「
こ
れ
か
ら
の
大
型
連
休

を
控
え
、
医
療
提
供
体
制

を
守
る
た
め
に
も
、
市
民

の
皆
様
に
は
今
一
度
の
感

染
防
止
対
策
の
徹
底
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
な
ど

と
呼
び
掛
け
た
。

中
学
校
の
修
学

旅
行
延
期
決
定

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
第
４
波
が
拡
大
す

る
中
、
赤
穂
市
内
の
５
中

学
校
は
５
月
２０
日
前
後
に

沖
縄
方
面
を
目
的
地
と
し

て
予
定
し
て
い
た
修
学
旅

行
の
延
期
を
決
定
し
た
。

　

市
中
学
校
長
会
に
よ
る

と
、
沖
縄
県
内
の
感
染
拡

大
状
況
か
ら
４
月
上
旬
の

時
点
で
「
実
施
は
リ
ス
ク

が
高
い
」
と
判
断
し
た
。

現
時
点
の
代
替
案
と
し

て
、「
６
月
１０
日
前
後
に
北

九
州
方
面
」
で
日
程
を
調

整
中
。「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
明
け
に
は
詳
細
を
固

め
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

代
表
校
長
の
安
井
誠
治

・
赤
穂
西
中
校
長
は
「
代

替
案
で
実
施
で
き
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ

て
は
再
検
討
の
必
要
が
出

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
」

と
話
し
て
い
る
。

　

市
内
小
学
校
の
修
学
旅

行
は
１０
月
下
旬
に
京
都
・

奈
良
方
面
で
予
定
さ
れ
て

い
る
。
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競
泳
Ｊ
Ｏ
Ｃ
春
季
大
会

全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位

赤
穂
Ｓ
Ｓ
舩
本
愛
子
さ
ん

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
？

「
ま
ず
は
ク
ラ
ウ
ド
型
で
」

感
染
者
数
の
違
い
な
ぜ
？

「
居
住
地
」「
所
管
」で
差

６５
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

来
月
来
月
２４２４
日
に
開
始
予
定

日
に
開
始
予
定

予
約
受
付
は
５
月
１０
日
か
ら

　

６５
歳
以
上
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集

団
接
種
に
つ
い
て
、
赤
穂

市
は
５
月
１０
日
か
ら
予
約

を
受
け
付
け
、
２
週
間
後

の
同
２４
日
か
ら
接
種
を
開

始
す
る
計
画
を
発
表
し

た
。
対
象
と
な
る
市
民
に

向
け
、
予
約
に
必
要
な
接

種
券
を
遅
く
と
も
４
月
２８

日
ご
ろ
ま
で
に
郵
送
す
る

予
定
と
い
う
。

　

赤
穂
市
の
集
団
接
種
会

場
は
▽
赤
穂
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
（
午
後
１
時
～
３

時
、
一
日
に
つ
き
４８
人
）

▽
赤
穂
市
民
病
院
（
午
後

２
時
～
４
時
、
６０
人
）
▽

赤
穂
中
央
病
院
（
午
後
２

時
～
４
時
、
６０
人
）
の
３

か
所
で
、
い
ず
れ
も
月
～

金
（
祝
日
は
除
く
）
に
実

施
す
る
。

　

予
約
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
市
公
式
ラ
イ
ン
、

ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

へ
の
電
話
で
受
け
付
け
る

（
接
種
会
場
で
の
予
約
は

不
可
）。
会
場
と
接
種

し
た
上
で
配
布
す
る
と
い

う
の
だ
が
、
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
が
う
ま
く
で
き
な
い
家

庭
が
あ
っ
た
場
合
、
感
染

拡
大
が
深
刻
な
状
況
の
中

で
誰
が
ど
の
よ
う
に
支
援

す
る
の
か
も
ネ
ッ
ク
に
な

り
そ
う
だ
。

　

市
教
委
は
「
休
校
に
な

っ
た
場
合
の
『
学
び
の
保

障
』
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が
す

べ
て
で
は
な
い
。
従
来
の

よ
う
に
プ
リ
ン
ト
を
配
る

方
法
や
休
校
明
け
の
補
習

な
ど
も
組
み
合
わ
せ
、
学

年
や
状
況
に
最
も
適
し
た

方
法
を
取
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

す
。（
写
真
は
全
国
ラ
ン

キ
ン
グ
１
位
と
な
り
、
高

校
時
代
の
有
終
の
美
を
飾

っ
た
舩
本
愛
子
さ
ん
）

自
由
形
は
２５
秒
５７
で
全
国

７
位
だ
っ
た
。

　

中
２
か
ら
ほ
ぼ
毎
回
出

場
し
て
き
た
同
大
会
で
１

位
は
初
め
て
。
そ
れ
で

も
、「
自
己
ベ
ス
ト
と
県

記
録
を
更
新
し
て
１
位
に

な
り
た
か
っ
た
」
と
満
足

は
し
て
い
な
い
。

　

今
春
に
姫
路
商
高
を
卒

業
し
、
新
潟
医
療
福
祉
大

学
へ
進
学
し
た
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に

決
ま
っ
た
選
手
も
在
籍
す

る
強
豪
校
。
新
た
な
環
境

で
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指

　

通
信
制
で
タ
イ
ム
を
競

っ
た
第
４３
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大

会
の
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
が

こ
の
ほ
ど
確
定
し
、
女
子

Ｃ
Ｓ
（
１８
歳
以
下
）
５０
㍍

バ
タ
フ
ラ
イ
で
赤
穂
Ｓ
Ｓ

の
舩
本
愛
子
さ
ん（
１８
）が

１
位
と
な
っ
た
。

　

舩
本
さ
ん
は
３
月
１３
・

１４
日
に
和
歌
山
市
内
で
開

催
さ
れ
た
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
の
同
種
目
で
自
己
ベ

ス
ト
に
１
０
０
分
の
７
秒

差
に
迫
る
２６
秒
４４
で
泳
ぎ

１
着
。
こ
の
記
録
が
全
国

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
５０
㍍

　

毎
日
図
書
館
で
新
聞
を

読
ん
で
い
ま
す
。
ど
の
新

聞
も
連
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
た
人
数
を
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
新
聞
に

よ
っ
て
少
し
数
字
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
な
ぜ
人
数
に
違

い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

（
新
聞
の
読
者
）

　
　

  

＊　

＊　

＊

　

投
稿
主
の
話
を
聞
き
、

改
め
て
日
刊
各
紙
の
紙
面

を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば

４
月
１８
日
付
け
朝
刊
の
赤

穂
健
康
福
祉
事
務
所
管
内

の
新
規
感
染
者
数
は
神

戸
、朝
日
、毎
日
が「
０
」な

の
に
対
し
、
産
経
は「
１
」

と
な
っ
て
い
た
。

　

各
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で

聞
き
取
り
し
た
と
こ
ろ
、

赤
穂
保
健
所
に
陽
性
の
届

け
出
が
あ
っ
た
龍
野
健
康

福
祉
事
務
所
管
内
居
住
の

患
者
を
神
戸
、
朝
日
は
居

住
地
で
分
類
し
、
産
経
は

届
け
出
を
受
け
た
保
健
所

所
在
地
で
カ
ウ
ン
ト
。
読

売
は
「
県
が
自
治
体
別
に

振
り
分
け
て
公
表
す
る
ま

で
の
間
は
『
居
住
地
未
確

定
者
』
に
集
約
」
し
て
い

た
。
毎
日
は
回
答
が
な
か

続
す
る
」
と
し
た
。

　
　

  

＊　

＊　

＊

赤
穂
民
報
よ
り

　

い
ず
れ
の
新
聞
社
も
兵

庫
県
と
市
町
の
発
表
を
集

計
し
た
人
数
を
掲
載
し
て

い
る
の
で
す
が
、
振
り
分

け
る
基
準
に
よ
っ
て
数
字

が
変
わ
り
ま
す
。
新
規
感

染
者
数
、
累
計
、
前
日
比

な
ど
、
掲
載
さ
れ
て
い
る

項
目
も
新
聞
社
に
よ
っ
て

少
し
ず
つ
異
な
り
ま
す
。

　

赤
穂
で
感
染
者
が
確
認

さ
れ
始
め
た
昨
夏
ご
ろ
に

は
、
新
規
感
染
者
数
の
欄

を
累
計
と
勘
違
い
し
て
、

「
赤
穂
は
ま
だ
一
人
も
感

染
者
が
出
て
い
な
い
」
と

誤
解
し
た
り
、
赤
穂
健
康

福
祉
事
務
所
管
内
（
赤
穂

市
、
相
生
市
、
上
郡
町
）

赤
穂
市
内
学
校
で

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

　

兵
庫
県
は
２２
日
、
赤
穂

市
内
の
学
校
で
１０
代
の
６

人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
と
発
表
し

た
。
同
じ
学
校
で
は
１９
日

か
ら
２１
日
に
計
３
人
の
感

染
が
確
認
。
累
計
感
染
者

数
は
９
人
と
な
り
、
県
は

ク
ラ
ス
タ
ー
と
認
定
し

た
。

　

県
対
策
本
部
に
よ
る

と
、
こ
の
日
感
染
が
発
表

さ
れ
た
６
人
の
う
ち
４
人

が
軽
症
で
、
２
人
は
無
症

状
。
自
宅
療
養
の
措
置
が

取
ら
れ
た
と
い
う
。
い
ず

れ
も
す
で
に
感
染
が
確
認

さ
れ
た
３
人
と
同
学
年
で

接
触
が
あ
っ
た
と
い
う
。

保
健
所
が
該
当
の
学
年
全

員
の
検
査
を
終
え
、
健
康

観
察
中
。「
接
触
者
の
範

囲
を
把
握
で
き
て
い
る
」

と
し
て
、
学
校
名
は
公
表

し
て
い
な
い
。

　

同
日
は
赤
穂
健
康
福
祉

事
務
所
管
内
で
、
こ
の
他

に
▽
感
染
経
路
不
明
の
５０

代
男
性
▽
濃
厚
接
触
者
の

２０
代
男
性
の
感
染
が
確
認

さ
れ
た
。
同
事
務
所
管
内

の
１
日
の
新
規
感
染
者
数

と
し
て
は
８
人
で
過
去
最

多
と
な
っ
た
。
４
月
に
入

っ
て
か
ら
の
累
計
は
５６
人

で
、
感
染
確
認
時
の
症
状

内
訳
は
無
症
状
１０
人
、
軽

症
４０
人
、
中
等
症
６
人
。

年
代
別
で
は
１０
代
（
２９

人
）
が
最
も
多
く
、
２０
代

（
９
人
）を
合
わ
せ
る
と
全

体
の
７
割
近
く
を
占
め
、

若
い
世
代
で
の
感
染
拡
大

の
欄
を
「
赤
穂
市
」
と
思

い
込
み
、「
赤
穂
で
す
ご
く

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
」

と
話
す
人
が
あ
り
ま
し

た
。

　

報
道
さ
れ
て
い
る
項
目

を
よ
く
確
認
し
た
上
で
、

情
報
を
活
用
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。（
写
真
は

日
刊
各
紙
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
者
数
報
道
欄
）

日
、
時
間
（
３０
分
単
位
）

を
選
ん
で
予
約
で
き
、
先

着
順
に
受
け
付
け
る
。

　

接
種
券
の
送
付
か
ら
予

約
開
始
ま
で
１０
日
以
上
の

間
隔
を
空
け
た
理
由
に
つ

い
て
市
は
「
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
た
い
人
の
た

め
に
余
裕
を
設
け
た
」
と

し
た
。「
１
回
目
か
ら
３

週
間
後
に
２
回
目
の
接
種

と
な
る
の
で
、
日
程
を
考

慮
し
て
予
約
し
て
ほ
し

い
」
と
し
、
予
約
方
法
に

つ
い
て
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
へ
は
電
話
が
集
中
し
て

つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
家
族
な
ど

の
代
理
予
約
も
可
能
な
の

で
、
で
き
れ
ば
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
ラ
イ

ン
で
の
予
約
を
」
と
要
望

し
て
い
る
。

　

今
回
接
種
券
が
送
付
さ

れ
る
の
は
、
今
年
度
中
に

６５
歳
以
上
に
な
る
人
（
昭

和
３２
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
）
で
、
市
内
の
対
象

者
は
１
万
５
９
１
０
人
。

す
で
に
接
種
済
み
の
医
療

従
事
者
な
ど
に
も
接
種
券

が
届
く
が
、
接
種
記
録
を

国
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
一

元
管
理
し
て
い
る
た
め
、

重
複
接
種
は
起
こ
ら
な
い

と
い
う
。
ま
た
、
高
齢
者

施
設
入
所
者
（
従
事
者
含

む
）
は
ク
ラ
ス
タ
ー
抑
止

を
目
的
に
４
月
２６
日（
月
）

か
ら
各
施
設
で
優
先
接
種

を
行
う
た
め
予
約
は
不

要
。

　

市
に
よ
る
と
、
２４
日
に

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ

ン
１
箱
（
１
瓶
５
回
分
と

し
て
９
７
５
回
分
、
接
種

可
能
人
数
４
８
７
人
分
）

が
赤
穂
市
に
届
く
予
定
。

ま
た
、
２６
日
の
週
に
も
う

１
箱
が
供
給
さ
れ
る
が
、

こ
の
う
ち
約
８
０
０
人
分

は
施
設
入
所
者
へ
の
優
先

接
種
に
回
る
。
市
は
「
供

給
が
確
定
し
た
ワ
ク
チ
ン

量
に
応
じ
て
予
約
枠
を
オ

ー
プ
ン
に
し
て
い
く
」

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
）

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

て
や
っ
て
い
き
た
い
」
と

実
行
へ
向
け
て
準
備
を
進

め
る
考
え
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
是
非
に
つ
い
て
、

「
１
年
間
延
期
し
た
と
い

う
意
味
か
ら
も
、
感
染
防

止
対
策
に
万
全
を
期
し

て
、
や
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
」
と
見
解
を
述

べ
た
。
一
方
で
「
感
染
拡

大
が
ど
う
し
よ
う
も
な
け

れ
ば
、
中
止
も
選
択
肢
と

な
る
」
と
し
、「
こ
こ
ま

で
ア
ス
リ
ー
ト
も
含
め
て

国
民
が
我
慢
し
て
や
っ
て

き
た
の
だ
か
ら
、
開
催
で

き
る
よ
う
に
み
ん
な
が
努

力
し
て
い
く
と
き
で
は
な

い
か
」
と
語
っ
た
。

っ
た
。

　

ま
た
、
県
下
全
体
の
累

計
感
染
者
数
に
つ
い
て

は
、
朝
日
の
み
人
数
が
多

い
が
、
こ
れ
は
「
再
陽
性

を
含
む
」
た
め
と
み
ら
れ

る
。

　

感
染
者
数
に
関
す
る
掲

載
を
い
つ
ま
で
続
け
る

か
、
と
の
問
い
に
は
、
神

戸（
報
道
部
）と
朝
日
（
神

戸
総
局
）
は
「
未
定
」
と

し
、読
売（
大
阪
本
社
広
報

宣
伝
部
）
は
「
感
染
状
況

や
読
者
か
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
、総
合
的
に
判
断
」、

産
経（
神
戸
総
局
）は
「
読

者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
情
報

の
た
め
、
で
き
る
限
り
継

　

中
３
の
子
を
持
つ
保
護

者
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
は

収
束
ど
こ
ろ
か
感
染
拡
大

の
様
子
で
、
ま
た
学
校
が

休
校
に
な
る
こ
と
も
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
そ
う
な

っ
た
場
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
は
可
能
な
の
で
し
ょ

う
か
。
た
し
か
タ
ブ
レ
ッ

ト
と
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
を
貸
し

出
す
と
い
っ
た
話
が
あ
っ

た
と
思
う
の
で
す
が
、
ど

う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
受
験
の
年
な
の
で
心

配
で
す
（
一
保
護
者
）

　
　

  

＊　

＊　

＊

　

赤
穂
市
は
、
国
が
進
め

る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
」
に
基
づ
き
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
が
可
能
な
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら

に
必
要
性
が
高
ま
り
、
昨

年
５
月
に
市
内
の
公
立
小

・
中
学
生
３
４
０
４
人
に

自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
環
境
を
調
査
。
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
）

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
児

童
生
徒
の
家
庭
に
提
供
で

き
る
数
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
機

器
を
す
で
に
確
保
し
て
い

る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
児
童
生

徒
１
人
に
１
台
ず
つ
の
数

を
今
年
１
月
末
ま
で
に
各

校
に
納
入
済
み
。
市
教
委

に
よ
る
と
、
い
ず
れ
の
学

校
も
３
月
末
ま
で
に
実
際

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て

初
歩
的
な
操
作
方
法
を
練

習
し
た
と
い
う
。

　

今
後
の
活
用
と
し
て
、

市
教
委
は
「
ま
ず
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
教
材
動

画
を
視
聴
す
る
オ
ン
デ
マ

ン
ド
型
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
プ
リ

ン
ト
学
習
で
き
る
ク
ラ
ウ

ド
型
」
で
の
使
用
を
想
定

し
て
い
る
と
い
う
。
ク
ラ

ウ
ド
型
は
児
童
生
徒
一
人

一
人
に
割
り
振
っ
た
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
シ
ス
テ

ム
に
接
続
す
る
た
め
、
児

童
生
徒
が
宿
題
を
提
出
し

た
り
、
教
諭
が
採
点
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
部
の
自
治
体
が
導
入
し

て
い
る
授
業
の
ラ
イ
ブ
配

信
は
「
先
生
と
児
童
生
徒

が
お
互
い
に
顔
を
見
て
、

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

効
果
は
大
き
い
」
と
メ
リ

ッ
ト
は
認
め
る
も
の
の

「
全
学
級
が
同
時
に
実
施

し
た
場
合
、
回
線
ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
、
現
実
的
で
な
い
」

と
し
、「
学
年
や
学
級
を

分
散
し
て
実
施
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
く
」
と
い

う
。

　

市
教
委
は
「
必
要
な
と

き
が
来
れ
ば
、
い
つ
で
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
ら

せ
て
利
用
で
き
る
状
態
に

は
な
っ
て
い
る
」
と
話
す

が
課
題
は
あ
る
。
操
作
方

法
の
練
習
で
は
小
学
校
低

学
年
の
ク
ラ
ス
で
「
全
員

が
ロ
グ
イ
ン
（
接
続
）
で

き
る
ま
で
２
時
間
か
か
っ

た
」
と
報
告
が
あ
っ
た
と

い
う
。
パ
ス
ワ
ー
ド
に
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
使
わ
れ

て
い
る
た
め
だ
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

な
い
家
庭
へ
配
布
す
る
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
機
器
は
、
休
業

期
間
に
応
じ
て
月
単
位
ま

た
は
一
日
単
位
の
契
約

（
費
用
は
市
が
負
担
）
を

の
供
給
は
現
時
点
で
確
定

し
て
お
ら
ず
、
５
月
１０
日

の
予
約
開
始
時
点
で
何
人

の
予
約
を
受
け
付
け
ら
れ

る
か
は
見
え
て
い
な
い
。

牟
礼
正
稔
市
長
は
２１
日
の

定
例
会
見
で
、「
政
府
の

発
言
に
よ
れ
ば
、
切
れ
目

な
く
ワ
ク
チ
ン
が
供
給
さ

れ
る
と
想
定
し
て
い
る
」

と
見
方
を
示
し
た
。

　

予
約
先
は
次
の
と
お

り
。
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ラ
イ
ン
は
準
備
中
。

　

▽
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

＝h
ttp

s
:/

/
v
c
.

liny.jp/１１７３

▽
赤

穂
市
公
式
ラ
イ
ン
＝@

akocity

▽
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
＝
０
１
２
０
・
７

０
４
・
７
０
７
（
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
フ
ァ
ク

ス
＝
０
７
９
・
２
２
６
・

２
０
８
７
（
写
真
は
赤
穂

市
が
発
送
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
券
の
サ
ン
プ
ル
）

「
時
短
エ
リ
ア
か
ら

赤
穂
市
は
除
外
を
」

会
見
で
市
長
発
言

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
を
受
け
、
兵
庫

県
が
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
を
国
に
要
請
し
た
２１

日
、
牟
礼
正
稔
市
長
は
定

例
記
者
会
見
で
、「
緊
急

事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た

と
し
て
も
、
で
き
る
こ
と

な
ら
赤
穂
市
は
時
短
営
業

の
エ
リ
ア
か
ら
除
外
し
て

ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　

赤
穂
民
報
の
「
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
場

合
、
赤
穂
市
に
お
い
て
も

時
短
営
業
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
か
、
そ
れ

と
も
行
わ
れ
な
い
ほ
う
が

良
い
か
」
と
の
質
問
に
対

し
て
答
え
た
。

　

牟
礼
氏
は
「
赤
穂
市
内

の
飲
食
店
を
利
用
し
て
感

染
が
広
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。
県
が
ど
う
判

断
す
る
か
わ
か
ら
な
い

が
、
で
き
れ
ば
外
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
て
全
市
民
に
一
人
３
０

０
０
円
分
の
商
品
券
を
給

付
す
る
「
あ
こ
う
地
域
応

援
商
品
券
事
業
」
が
２
月

議
会
で
予
算
承
認
さ
れ
た

こ
と
に
触
れ
、「
感
染
拡

大
に
つ
な
が
る
施
策
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

次
々
週
は
休
刊

　

本
紙
は
土
曜
日
発
行

で
す
が
、
次
々
週
５
月

８
日
は
休
刊
し
ま
す
。

次
週
５
月
１
日
は
発
行

し
ま
す
。

　
　
　
　

赤
穂
民
報
社

読
者
の
声
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た
」
と
オ
ー
ナ
ー
の
藤
本

秀
敏
さ
ん（
４８
）。
震
災
当

時
、
小
学
校
低
学
年
だ
っ

た
２
人
の
子
ど
も
は
今

春
、
大
学
１
年
生
と
高
校

２
年
生
に
な
っ
た
。

　

こ
の
１０
年
を
「
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
た
と
い
う

感
じ
」
と
振
り
返
る
一

方
、「
子
ど
も
の
成
長
を

振
り
返
る
と
歳
月
を
感
じ

る
」
と
話
す
藤
本
さ
ん
。

「
震
災
で
親
を
亡
く
し
た

子
ど
も
た
ち
の
少
し
で
も

役
に
立
て
ば
」
と
募
金
に

願
い
を
込
め
た
と
い
う
。

　

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
募
金

は
今
後
も
継
続
し
、
以
前

か
ら
支
援
し
て
い
る
尾
崎

の
「
普
門
寺
子
ど
も
食

堂
」
へ
寄
付
す
る
予
定
に

し
て
い
る
。

体
力
測
定
な
ど

健
康
イ
ベ
ン
ト

　

体
力
づ
く
り
と
健
康
維

持
の
関
心
を
高
め
よ
う

と
、
赤
穂
市
は
５
月
１６
日

（
日
）、
体
力
測
定
や
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
体
験

で
き
る
市
民
向
け
イ
ベ
ン

ト
を
加
里
屋
の
赤
穂
市
民

総
合
体
育
館
で
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時
に
催
す
。

　

市
制
７０
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
参
加
無
料
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
ま

た
は
内
容
を
変
更
す
る
場

合
あ
り
。
イ
ベ
ン
ト
内
容

は
次
の
と
お
り
。

　

▽
市
民
体
力
人
間
ド
ッ

ク
＝
体
力
測
定
、
血
管
年

齢
測
定
、
野
菜
充
足
度
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
（
要
予
約
。

２０
歳
以
上
の
赤
穂
市
民
を

先
着
１
０
０
人
程
度
受

付
。
☎
４５
・
２
０
９
１
）

　

▽
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
＝
囲
碁
ボ
ー
ル
、
お

じ
ゃ
ビ
ン
ゴ
（
１０
〜
１２

時
、
１３
〜
１５
時
、
人
数
制

限
あ
り
）

　

▽
健
康
教
室
体
験
会
＝

ボ
デ
ィ
バ
ラ
ン
ス
教
室

（
１１
時
〜
１１
時
４５
分
、
当

日
先
着
５０
人
程
度
）

　

▽
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
体

験
会
＝
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ

ー
大
杉
徹
さ
ん
に
よ
る
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

体
験
会
（
１３
時
半
〜
１５

時
、
当
日
先
着
５０
人
程

度
）

市
議
会

議
長
に
山
田
氏

副
議
長
は
前
田
氏

　

赤
穂
市
議
会
は
２０
日
、

第
２
回
臨
時
会
で
役
員
改

選
を
行
い
、
議
長
に
山
田

昌
弘
氏（
６９
）＝
新
風
＝
を

選
出
し
た
。

　

山
田
氏
は
２
０
１
３
年

に
市
議
初
当
選
し
３
期

目
。
副
議
長
は
前
田
尚
志

氏（
６５
）＝
赤
諒
会
、
２
期

目
＝
、
監
査
委
員
は
西
川

浩
司
氏（
５７
）＝
新
風
、
２

期
目
＝
が
選
出
さ
れ
た
。

　

な
お
、新
風
は
１６
日
、会

派
の
代
表
を
山
田
氏
か
ら

釣
昭
彦
氏
に
変
更
し
た
。

　

各
委
員
会
の
構
成
は
次

の
と
お
り
。
◎
は
委
員

長
、
○
は
副
委
員
長
。
敬

称
略
。

　

▽
総
務
文
教
＝
◎
家
入

時
治
○
榊
悠
太
、釣
昭
彦
、

中
谷
行
夫
、安
田
哲
、山
田

昌
弘
▽
民
生
生
活
＝
◎
瓢

敏
雄
○
山
野
崇
、田
渕
和

彦
、南
條
千
鶴
子
、深
町
直

也
、前
田
尚
志
▽
建
設
水

道
＝
◎
土
遠
孝
昌
○
西
川

浩
司
、荒
木
友
貴
、井
田
佐

登
司
、奥
藤
隆
裕
、前
川
弘

文
▽
議
会
運
営
＝
◎
釣
昭

彦
○
榊
悠
太
、家
入
時
治
、

奥
藤
隆
裕
、前
川
弘
文
、安

田
哲
▽
幹
線
道
路
・
河
川

整
備
特
別
＝
◎
奥
藤
隆
裕

○
田
渕
和
彦
、中
谷
行
夫
、

井
田
佐
登
司
、土
遠
孝
昌
、

前
川
弘
文
、瓢
敏
雄
、釣
昭

彦
▽
議
会
報
編
集
＝
◎
奥

藤
隆
裕
○
中
谷
行
夫
、井

田
佐
登
司
、南
條
千
鶴
子
、

荒
木
友
貴
、前
田
尚
志
、山

田
昌
弘
▽
安
室
ダ
ム
水
道

用
水
供
給
企
業
団
議
会
議

員
＝
山
田
昌
弘
、家
入
時

治プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ

新
会
長
に
市
川
氏

　

６０
歳
以
上
の
管
理
職
経

験
者
で
つ
く
る
社
会
奉
仕

団
体
、
赤
穂
プ
ロ
バ
ス
ク

ラ
ブ
は
２
０
２
１
年
度
会

長
に
市
川
博
氏（
７３
）＝
塩

屋
、
元
黒
崎
播
磨
＝
を
こ

の
ほ
ど
選
任
し
た
。
任
期

は
来
年
３
月
ま
で
。
新
役

員
は
次
の
み
な
さ
ん
。
敬

称
略
。

　

▽
会
長
＝
市
川
博
▽
幹

事
＝
川
上
義
彦
▽
理
事
＝

大
島
靖
彦
、
福
本
久
子
、

中
嶋
正
義
▽
監
査
＝
木
村

繁
之
、
岡
田
國
秀

第
８
回
市
長
旗
少
年
野
球

坂
越
が
優
勝

　

▽
１
回
戦
＝
御
崎
７
―

４
尾
崎
、双
葉（
不
戦
勝
）

塩
屋
、島
１４
―
１
有
年
原
、

北
脇
４
―
３
相
生
、城
西

１７
―
１
高
雄
、御
津（
不
戦

勝
）赤
穂
西
、坂
越
１０
―
３

新
宮
、赤
穂
６
―
１
小
宅

▽
２
回
戦
＝
双
葉
６
―
５

御
崎
、島
１０
―
０
北
脇
、御

津
８
―
１
城
西
、坂
越
５

―
３
赤
穂
▽
準
決
勝
＝
双

葉
４
―
３
島
、
坂
越
６
―

４
御
津
▽
決
勝
＝
坂
越
１０

―
８
双
葉

紙
」
に
地
元
書
家
が
揮
毫

し
た
文
字
を
印
字
。
赤
穂

市
内
の
山
城
に
つ
い
て
は

木
村
聴
風
さ
ん（
４７
）が
手

掛
け
た
。
各
城
２
０
０
枚

の
先
行
販
売
に
２
５
０
枚

ず
つ
追
加
販
売
さ
れ
る
。

そ
れ
以
降
は
「
今
後
の
反

響
を
見
て
作
成
を
検
討
す

る
」（
同
協
議
会
）と
い
い
、

「
早
め
に
買
い
求
め
て
も

せ
く
だ
さ
い
。「
ロ
ー
ソ
ン

関
西
福
祉
大
学
前
店
」☎

４５
・
２
４
６
０

　

▼
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

パ
ー
ト・
バ
イ
ト
募
集
＝

８
時
〜
１９
時
の
間
で
応
相

談
。土
・
祝
の
み
も
可
。学

生
可
。時
給
９
０
０
円
〜
。

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ

い
。「
㈲
小
林
石
油
赤
穂
西

Ｓ
Ｓ
」新
田
☎
４２
・
０
３
２

１（
小
林
・
西
岡
）

　

▼「
ミ
ル
ク
デ
ィ
ー
ラ

ー
」ネ
ッ
ト
販
売
＝
梱
包
・

発
送
が
主
な
仕
事
で
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
編
集
が
で

き
る
方
。週
３
日
程
度
。

９
時
〜
１６
時
の
２
時
間
程

度
。
時
給
９
８
０
円
。「
オ

ハ
ヨ
ー
あ
さ
ひ
宅
配
サ
ー

ビ
ス
」加
里
屋
２５
の
４
☎

４２
・
２
６
７
７

　

▼
折
込
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
新
聞
に
入
っ
て
い
る
チ

ラ
シ
を
機
械
で
ま
と
め
ま

す
。午
前
１０
時
半
か
ら
２

時
間
半
〜
（
曜
日
や
量
に

よ
り
変
動
）。時
給
９
０
０

円
○
集
金
ス
タ
ッ
フ
募
集

／
市
内
。手
数
料
２
万
円

〜
（
件
数
に
よ
る
）。２５
日

〜
月
初
め
に
か
け
て
、戸

別
訪
問
し
て
い
た
だ
き
ま

す
○
配
達
さ
ん
募
集
／
毎

朝
Ａ
Ｍ
２
時
か
ら
１
時
間

半
〜
２
時
間
程
。月
５
万

円
〜
（
部
数
に
よ
る
）。詳

細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
２
０
３
０
円

１
㌧
未
満
５
２
４
１
０
円

１．５
㌧
未
満
６
０
６
１
０
円

２
㌧
未
満
６
８
９
１
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
２
０
３
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
２
４
１
０
円

ノ
ー
ト
級
６
０
７
１
０
円

セ
レ
ナ
級
６
８
９
１
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

「
大
崎
表
具
店
」
浜
市
、

櫂
の
家
向
か
い
☎
４８
・
７

２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
〜
１８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
５
０
円
○
一

般
価
格
４
９
５
円
（
ド
ラ

イ
物
の
み
、
特
殊
品
は
除

く
）
→
会
員
価
格
３
８
５

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
加
里
屋
☎
４３
・

３
９
３
３

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
た
だ
今
、野

菜
苗
大
売
り
出
し
開
催
中

で
す
。ト
マ
ト
、ナ
ス
、キ

ュ
ウ
リ
、ピ
ー
マ
ン
、ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
等
６０
円
〜
。メ

ロ
ン
や
ス
イ
カ
、カ
ボ
チ

ャ
、ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
も

出
揃
い
ま
し
た
。ち
ょ
っ

と
良
い
品
種
の
農
家
お
す

す
め
優
良
品
種
苗
は
、と

っ
て
も
甘
〜
い
ミ
ニ
ト
マ

ト
や
ち
ょ
っ
と
良
い
特
性

を
持
っ
た
品
種
な
ど
を
揃

え
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
も

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い

ね
。接
木
苗
も
各
種
入
荷

し
て
い
ま
す
※
入
荷
野
菜

苗
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
て
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。毎
週

新
し
い
苗
た
ち
が
市
場
よ

り
入
荷
し
て
お
り
ま
す
。

春
か
ら
初
夏
へ
と
、ど
ん

ど
ん
季
節
が
進
ん
で
い
ま

す
ヨ
。珍
し
い
花
色
の
ア

ジ
サ
イ
や
八
重
咲
き
ペ
チ

ュ
ニ
ア
、ス
カ
ビ
オ
サ
他

宿
根
草
が
た
く
さ
ん
入
荷

し
て
い
ま
す
。冬
〜
春
の

寄
せ
植
え
を
、今
か
ら
長

く
楽
し
め
る
寄
植
に
植
替

致
し
ま
す
。母
の
日
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
寄
植
も
ご
注

文
受
付
し
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
ね
。ご
自
分
で
植

替
を
楽
し
ま
れ
る
方
用
に

肥
料
等
ブ
レ
ン
ド
済
み
の

用
土
セ
ッ
ト（
底
石
、底

網
、マ
ル
チ
ン
グ
材
付
き
）

も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、手
軽
に
始
め
ら
れ
ま

す
よ
。寄
植
の
花
苗
を
組

み
合
わ
せ
た
寄
植
セ
ッ
ト

も
色
々
な
組
み
合
わ
せ
を

ご
用
意
し
て
お
り
、大
変

人
気
で
す
。ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。「
㈲
米
口
グ
リ

ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」木
津

☎
４６
・
８
０
０
１

　

▼「
ラ・セ
ー
ヌ
洋
菓
子

店
」か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

○
４
月
２４
日（
土
）ア
ッ
プ

ル
パ
イ
○
２６
日（
月
）イ
チ

ゴ
タ
ル
ト
を
１
０
８
０
円

で
販
売
。ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。電
話
予
約
も

承
っ
て
お
り
ま
す
。（
営
）

１０
時
〜
１８
時
。駅
前（
商
議

所
北
）☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼「
こ
み
ぞ
体
育
教
室
」

好
評
に
つ
き
ク
ラ
ス
増
設

＝【
土
曜
】○
１３
時
半
〜
幼

児
○
１４
時
半
〜
、１５
時
半

〜
小
学
校
低
学
年【
金
曜
】

○
１０
時
〜
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス

◎
体
験
は
随
時
要
予
約
。

加
里
屋
ま
ち
づ
く
り
会

館
。☎
０
９
０
・
２
１
０
６

・
９
８
１
４（
小
溝
）

　

▼
セ
ル
フ
給
油
監
視
業

務
、他
Ｓ
Ｓ
業
務
＝
○
勤

務
地
／
セ
ル
フ
赤
穂
御
崎

Ｓ
Ｓ
○
資
格
／
要
危
険
物

乙
４
○
時
給
９
０
０
円
〜

（
昇
給
あ
り
）○
時
間
／
隔

日
６
時
半
〜
２１
時
半
の
前

半
・
後
半
の
７
・
５
時
間
。

短
時
間
勤
務
も
可
。「
前
田

石
油
㈱
」☎
４３
・
２
６
８
８

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
９

時
〜
１３
時
。時
給
９
２
０

円
〜
。週
２
日
〜
４
日
程

度
勤
務
で
き
る
方
。土
日

ど
ち
ら
か
勤
務
で
き
る
方

歓
迎
。詳
し
く
は
お
問
合

第2414号　　2０21年（令和 3年）4月24日

市
民
ガ
イ
ド

　 　

　 　

　 　

　 　

な
山
城
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
好
評
の
御
城
印
＝
協

議
会
提
供
）

プ
「
尾
崎
の
ま
ち
を
考
え

る
会
」（
目
木
敏
明
会
長
）

が
伐
採
前
に
挿
し
木
を
作

っ
た
。

　

最
初
に
作
っ
た
挿
し
木

約
６０
株
は
残
念
な
が
ら
根

付
か
ず
、
作
業
を
引
き
受

け
た
地
元
の
造
園
業
、
頭と

う

巾き
ん

喜
和
さ
ん（
５３
）＝
播
美

造
園
代
表
＝
が
新
た
に
２０

株
を
挿
し
木
。
枯
ら
さ
な

還
付
金
詐
欺
容
疑

受
け
取
り
役

女
を
再
逮
捕

　

赤
穂
署
は
４
月
２０
日
、

広
島
市
南
区
の
無
職
、
杉

浦
早
紀
容
疑
者（
２７
）を
詐

欺
容
疑
で
再
逮
捕
し
た
。

　

逮
捕
容
疑
は
、
３
月
３０

日
、仲
間
と
共
謀
の
上
、市

役
所
職
員
や
金
融
機
関
職

員
に
な
り
す
ま
し
、
赤
穂

市
内
の
７０
代
無
職
女
性
宅

に
「
健
康
保
険
料
の
還
付

金
が
あ
る
」
な
ど
と
嘘
の

電
話
を
か
け
、
女
性
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
１
枚

を
だ
ま
し
取
っ
た
も
の
。

　

杉
浦
容
疑
者
は
同
日
、

同
様
の
手
口
で
同
市
内
の

８０
代
無
職
女
性
か
ら
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し

取
っ
た
と
し
て
赤
穂
署
が

詐
欺
容
疑
で
逮
捕
。
別
の

他
人
名
義
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
た

こ
と
か
ら
同
署
が
捜
査
し

て
い
た
。

　

調
べ
に
対
し
、
杉
浦
容

疑
者
は
「
電
話
の
内
容
は

知
ら
な
い
が
、
偽
名
を
使

っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
受
け
取
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
」
と
容
疑
を
認

め
て
い
る
と
い
う
。

２
０
２
１
年
度

市
自
治
功
労
者

　

赤
穂
市
は
４
月
２９
日

（
木
・
祝
）、２
０
２
１
年
度

市
自
治
功
労
者
表
彰
式
を

市
役
所
で
行
う
。

　

市
の
自
治
に
特
に
顕
著

な
功
労
が
あ
っ
た
と
し

て
、
次
の
１１
人
を
表
彰
す

る
。
敬
称
略
。

　

▽
国
澤
一
男（
中
広
、公

平
委
員
）
▽
團
武
司
（
大

橋
町
、
農
業
総
代
）
▽
宮

﨑
正
光
（
加
里
屋
中
洲
、

農
業
総
代
）
▽
長
棟
勝
代

（
大
町
、介
護
認
定
審
査
会

委
員
）▽
木
村
重
圭（
明
石

市
、
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
）
▽
亀
井
利
信
（
尾

崎
、
公
立
中
学
校
校
長
）

▽
平
井
正
彦（
さ
つ
き
町
、

公
立
中
学
校
校
長
）
▽
尼

子
勝
義
（
高
雄
、
公
立
中

学
校
校
長
）
▽
目
木
達
也

（
南
宮
町
、
公
立
小
学
校

校
長
）
▽
森
本
晋
平
（
山

手
町
、公
立
小
学
校
校
長
）

▽
牟
禮
宗
弘
（
坂
越
、
地

区
自
治
会
長
）

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い

る
。

　

１
枚
４
０
０
円
（
篠
ノ

丸
城
、
白
旗
城
は
１
枚
３

０
０
円
）
で
、
各
地
の
道

の
駅
や
観
光
案
内
所
な
ど

で
ご
当
地
分
の
み
販
売

（
１
城
に
つ
き
１
人
２
枚

ま
で
）。
専
用
の
御
城
印

帳
（
限
定
４
９
０
冊
）
は

１
冊
２
５
０
０
円
。
問
い

合
わ
せ
は
同
協
議
会
☎
０

７
９
１
・
５８
・
２
１
４
４
。

（
写
真
は
西
播
磨
の
主
要

い
よ
う
に
手
厚
く
世
話
を

し
た
結
果
、
２
株
が
生
き

残
っ
た
。

　

一
本
は
８０
㌢
ほ
ど
の
高

さ
に
伸
び
、
も
う
一
本
は

枝
分
か
れ
し
て
約
４０
㌢
。

頭
巾
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
人
間
で
い
う
と
、
小
学

校
低
学
年
く
ら
い
」
の
段

階
だ
と
い
う
。
植
木
鉢
へ

植
え
替
え
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
根
が
し
っ
か
り
張

り
、
来
年
の
春
ま
で
に
は

高
さ
１
・
５
㍍
前
後
ま
で

伸
長
す
る
見
込
み
。
そ
う

な
れ
ば
定
植
可
能
に
な
る

と
い
う
。

　

植
木
鉢
へ
の
植
え
替
え

　

▼
…
震
災
か
ら
１０
年
続

け
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
募

金
＝
加
里
屋
中
洲
の
洋
菓

子
店
「
赤
穂
の
お
菓
子　

プ
リ
エ
ー
ル
」
は
２０
日
、

「
東
日
本
大
震
災
み
や
ぎ

こ
ど
も
育
英
募
金
」
に
２１

万
５
４
６
０
円
を
寄
付
し

た
。

　

同
店
は
２
０
１
１
年
３

月
１１
日
に
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
て
間
も
な
く
店

頭
で
募
金
活
動
を
始
め

た
。
最
初
の
約
２
年
間
は

赤
穂
民
報
「
陽
は
ま
た
昇

る
募
金
」
を
通
じ
て
１６
万

６
６
４
３
円
を
寄
付
。
そ

の
後
も
看
板
商
品
の
シ
ュ

ー
ク
リ
ー
ム
が
売
れ
た
個

数
に
応
じ
て
売
上
の
一
部

を
募
金
の
た
め
に
貯
め
続

け
た
。

　

宮
城
県
に
よ
る
と
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
親

を
亡
く
し
た
震
災
遺
児
は

１
１
０
４
人
（
昨
年
３
月

末
現
在
）
で
、
そ
の
う
ち

１
３
９
人
は
両
親
を
亡
く

し
た
孤
児
だ
と
い
う
。
同

店
の
寄
付
金
は
、
震
災
遺

児
・
孤
児
へ
の
奨
学
金
や

支
援
金
な
ど
に
活
用
さ
れ

る
。

　

「
自
分
の
中
で
震
災
を

風
化
さ
せ
た
く
な
か
っ
た

の
で
、
募
金
を
始
め
た
と

き
か
ら
『
１０
年
は
続
け
よ

う
』
と
思
っ
て
い
ま
し

作
業
を
見
守
っ
た
目
木
会

長
は
「
よ
く
こ
こ
ま
で
育

っ
て
く
れ
た
」
と
目
を
細

め
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

宮
前
桜
を
見
て
育
っ
た
と

い
う
同
会
理
事
の
小
國
信

一
さ
ん（
５３
）は
「
あ
の
桜

は
ど
う
な
っ
た
、
と
気
に

掛
け
て
い
る
地
元
の
人
も

多
い
。
一
年
後
が
楽
し

み
」
と
移
植
で
き
る
日
を

心
待
ち
に
し
た
。（
写
真

は
ポ
ッ
ト
か
ら
植
木
鉢
へ

植
え
替
え
ら
れ
た
宮
前
桜

の
二
世
苗
）

　

道
路
拡
幅
に
伴
い
、
尾

崎
の
宮
前
児
童
遊
園
で
伐

採
撤
去
さ
れ
た
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
を
挿
し
木
で
残
し
た

二
世
苗
が
生
育
し
、
こ
の

ほ
ど
ポ
ッ
ト
か
ら
植
木
鉢

に
植
え
替
え
ら
れ
た
。
こ

の
ま
ま
順
調
に
育
て
ば
、

１
年
後
に
移
植
で
き
る
見

込
み
と
い
う
。

　

赤
穂
八
幡
宮
の
向
か
い

に
あ
る
宮
前
児
童
遊
園
に

あ
っ
た
樹
齢
約
４０
年
の
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
公
園
の

一
部
が
車
道
や
歩
道
に
な

る
こ
と
を
受
け
て
、
一
昨

年
７
月
に
撤
去
さ
れ
た
。

「
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ

て
愛
着
の
あ
る
宮
前
桜
を

二
世
苗
で
残
そ
う
」
と
、

地
元
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

　

西
播
磨
の
代
表
的
な
山

城
１１
か
所
（
１２
種
類
）
に

つ
い
て
、
ゆ
か
り
の
武
将

の
家
紋
と
城
の
名
称
を
毛

筆
体
で
印
字
し
た
「
御
城

印
」
が
人
気
を
集
め
て
い

る
。
西
播
磨
ツ
ー
リ
ズ
ム

振
興
協
議
会
や
地
元
住
民

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
３
月
下

旬
か
ら
始
め
た
先
行
販
売

で
売
り
切
れ
た
御
城
印
も

あ
り
、
４
月
２９
日
（
木
・

祝
）
か
ら
追
加
販
売
さ
れ

る
。

　

同
協
議
会
は
管
内
に
１

３
０
以
上
あ
る
山
城
を
は

じ
め
と
す
る
史
跡
や
伝
統

文
化
体
験
を
誘
客
に
活
用

し
よ
う
と
、「
西
播
磨
山

城
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
中
。
感
状
山
城

（
相
生
市
）
や
利
神
城

（
佐
用
町
）
な
ど
を
「
山

城
イ
レ
ブ
ン
」
と
位
置
付

け
、
特
設
サ
イ
ト
や
登
城

ツ
ア
ー
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
赤
穂
市

内
で
は
尼
子
山
城
と
坂
越

浦
城
・
茶
臼
山
城
の
２
か

所
が
選
ば
れ
た
。

　

御
城
印
は
佐
用
町
の
伝

統
産
業
で
あ
る
「
皆
田
和

い
。「
神
戸
新
聞
赤
穂
専
売

所
」加
里
屋
☎
４３
・
５
７
０

０
　

▼
設
立
５０
周
年
記
念

「
消
費
者
の
つ
ど
い
」＝
４

月
２８
日（
水
）、市
文
化
会

館
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

１４
時
開
会
。ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
谷
五
郎
氏

が『
コ
ロ
ナ
で
変
わ
っ
た

　

え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
』と

題
し
て
講
演
。無
料
で
先

着
１
９
０
人
程
度
を
募
集

（
要
事
前
申
込
）。「
赤
穂
市

消
費
者
協
会
」☎
４３
・
６
８

１
８（
市
民
対
話
課
）

　

▼「
塩
の
ま
ち
赤
穂
」町

歩
き
＝
５
月
１６
日（
日
）、

Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
〜
赤
穂

海
浜
公
園（
約
５
㌔
）。参

加
無
料
。マ
ス
ク
着
用
で

午
前
９
時
５０
分
ま
で
に
赤

穂
駅
２
階
の
赤
穂
観
光
協

会
集
合（
当
日
受
付
先
着

５０
人
に
海
浜
公
園
で
当
日

限
り
有
効
の
観
覧
車
無
料

乗
車
券
進
呈
）。１０
月
１７
日

（
日
）、１１
月
２１
日（
日
）に

も
実
施
し
ま
す
。☎
４２
・
２

６
０
２

　

▼
親
子
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

教
室
＝
６
月
１３
日（
日
）、

赤
穂
海
浜
公
園
内
人
工

湖
。小
学
生
以
上
の
親
子

（
２
人
１
組
）を
対
象
に
午

前（
１０
時
〜
１１
時
半
）と
午

後（
１３
時
〜
１４
時
半
）。参

加
費
１
組
２
０
０
０
円

で
、各
回
先
着
５
組
募
集
。

７
月
１１
日（
日
）、
９
月
１２

日（
日
）に
も
実
施
し
ま

す
。☎
４５
・
０
８
０
０
（
公

園
管
理
事
務
所
）

　

▽
２５
日
＝
杉
口
整
形
外

科（
加
里
屋
中
洲
５
丁
目

１５
の
１
）☎
４５
・
１
４
５
１

　

▽
２９
日
＝
正
木
医
院

（
古
浜
町
１
７
４
）☎
４５
・

３
５
５
５

　 　　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

尾
崎
の
宮
前
桜
２
世
苗

挿
し
木
で
２
本
生
育

１
年
後
の
定
植
目
指
す

西
播
磨「
山
城
イ
レ
ブ
ン
」

御
城
印
を
追
加
販
売

好
評
に
つ
き
専
用
台
紙
も
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予算書並びに決算書の内容を精査。市民のみなさんからの意見、苦情、要望等を行政
に伝える。一般質問や代表質問等で質問を行う。例えば、妊婦健診１４回の無料化、妊
婦歯科検診の助成、赤穂市ＨＰへの広告料徴収、コンビニでの住民票並びに税金等の
振り込みが出来るように提言し、実施に至る。

【代表】
釣　昭彦
無所属❺　６９歳
　　　＝城西町

財源確保の施策を提言。市民病院に産科の再開、医師確保等で赤字からの脱却。建
設、土木業の産業活性化の為に住宅リフォーム助成の再開と入札制度の見直し。高取
峠のトンネル化。企業への助成制度。赤穂ブランド化の推進で若手農業者の支援。Ｊ
Ｒでの鉄道の増便。デマンドタクシーの見直し。

地域の要望や意見を調査研究し、皆で議論することが大切だと思います。その上で、
地域をはじめ赤穂が将来にわたって輝き続けるための施策を、市長部局とともに展開
させていくのが議員の役割と考えます。国、県、近隣自治体ともパイプを築いていく
のも議員の役割と考えています。

赤穂の課題は山積しています。どれもが先送りできない喫緊の課題です。そのなかで
も特に取り組みたいのは、「大河ドラマの誘致」と「高取峠の安全化」です。２１世紀
初の「大河」は赤穂に元気と活性化を与えてくれると思います。交通事故が少なく、
二輪車も安全に通れるような「高取峠」に早く改築できるよう取り組みます。

市会議員の役割は市政の監視と提言です。しかし、現状では市民に耳あたりの良いこ
としか言わない議員が多すぎると思います（私もそうです）。これからは市民に対す
る情報発信が重要になると考えています。正確な情報が与えられれば市民は賢明な判
断をするというのが私の考えです。

地域の要望を一つ一つ解決していくのが自分の基本であると考えています。その中で
住民に理解してもらわなければならないことも多くあります。市民に本音で語りかけ
る姿勢が大切であると考えています。

まずは自分の地域の課題・問題点を自分の目で確認するとともに住民の声を聴く、そ
こから今何が必要なのかを把握し、行政に提案、実現をはかる。私は多くの方から、
意見を聴いていく事が議員の役割ではないかと考えます。地域の課題ひとつひとつを
解決していく事で赤穂市全体の暮らしやすさに繋がっていくと考えます。

高齢化が進む中、少し前までは周辺地域だけであった高齢者の足の確保が大きな課題
になっていると考えます。デマンド交通を中心とした新たな公共交通の仕組みを提案
実現したいと考えます。

基本は、人の為又は、赤穂市の為に汗をかく。地域の要望であったり、日頃の苦情で
あったり、困っていることについて向き合うことが役割と感じます。赤穂市に対して
は、市民から付託を得た議員として、赤穂市のチェック機能となり汗をかく事が、議
員の役割と感じます。

青少年の育成の指導者として、思い感じることがあります。次代を担う子供たちは、
地域の宝物です。教（郷）育力を高めスポーツに親しみ夢の持てる、小中学校の部活
動の環境を作る。地域全体で支援し育て、子供たちが生まれてよかったと思える赤穂
市を目指します。

議会は、市の意思決定の機能と執行機関を監視する機能を担っています。議会を構成
する議員の一人としては、それらの機能を市民に寄り添った形で発揮していくことが
一つの役割であると考えます。また市民の声を市政に届け、市民の皆さまの願いを具
体的な施策として実現していくことも大切な役割であると考えています。

人口減少に歯止めが利かない今、それに合わせた赤穂の在り方を検討していかなけれ
ばなりません。コンパクトながらも住みやすく、活気と笑顔溢れる赤穂の実現に向け
て取組みたいです。そのためには、特定の施策のみならず各分野総合的に取組む必要
がありますが、中でも最優先事項は待機児童の解消であると考えています。

市民の代表として市の意思を最終的に決定するほか執行機関が真に市民の意思を反映
した行政を行っているかどうかを確認するなど、市民と行政をつなぐパイプ役として
重要な役割を果たします。

子育て支援・学ぶ環境の活性化などに取り組み特に待機児童問題の解決に取り組みた
い。観光事業の強化として、赤穂の歴史や食文化を活かし観光ＰＲに努め、積極的に
提案を行っていきたい。

市民の多様な意見に耳を傾ける市民の代表として、地域社会と市政のパイプ役。地域
の課題を解決するための政策案を検討し、条例、予算、計画などを形にしたり、時に
は市民への説明責任を負うこと。また、限られた財源を無駄なく、最大の効果が得ら
れるよう行政の活動を監視することです。

安心して子供を産み、育てやすい充実した子育て支援。質の高い健康、福祉・医療サ
ービスに充実したまちづくり。そのための議会の改革です。議員力、議会力の向上を
目指し、政策形成や立案能力の向上を図り、規則や先例にとらわれず、積極的に政策
をつくる「政策に強い議会」に取り組みます。

議決機関である議会の構成員である議員として、執行機関に対しチェック機能を働か
すとともに、市民の声をしっかりと聴き執行機関に届けて、市の将来に対し責任を持
って決定すること。

高齢者で一人住まいをされている人たちへのサポート体制の充実と、若い人たちが本
市で定着できるよう子育て施策や雇用対策の推進を図ること、さらに市民が生きがい
を持って文化やスポーツに親しめる環境づくりに取り組みたい。

議員は、市民に代わり要望や意見を市の行政に反映さす任務や市政の方向を決める重
要な役割を担っています。従って議員は民意に対し正しい判断と行動が出来る、地域
の抱える問題への対応は最低限の議員の役割と考えます。また市の抱える問題に向き
合い県・国などに対し行動を起こすことも重要な役割ではないか。

市民が安心できる地域医療の確保や大規模産廃処分場建設の問題に取組みます。また
企業誘致の為の企業用地の確保や市の周辺地域の活性化は赤穂市の人口減少の抑制に
繋がり取組んで行きます。同時に、高齢者や障がいを持つ方が安心して暮らせる地域
つくりこそ誰もが安心して暮らせる重要な取組みと考えています。

後世に責任をもって引き継ぐことのできる赤穂市の未来像を描くなかで、今地域が抱
える課題や人々が直面する困難の解決に向けて行政をはじめ関係者とともに一歩一歩
取り組んでいくこと。

全ての子ども達が夢を抱き自分の可能性を広げていけるように、教育環境の充実及び
子育て支援にかかる施策の強化に取り組みたい。併せて「子育てのしやすい街」とし
て移住定住の促進に取り組みたい。

市民のあるがままの声を条例や制度に反映する。制度づくりの方法自体も行政に提案
できるのが役割と考える。議員は市民全体の代表なので地元に留まらず市全体の課題
に積極的に情報収集して取り組む。また、他市町や県、国、海外にも目を向け、出向
きこのまちにプラスになる繋がりを作るのが市議の役割と考える。

人口減で先細りする中、赤穂の「強み」を活かして人を呼べる地域経済の仕組みを作
る。赤穂の良さは活かしつつ、先端をはしる「とがったまち」を目指す。共働きや子
育て世帯が暮らしやすく質の高い教育が受けられるまちを作る。年齢や性別、課題が
違っても、生涯学び、いきいき活躍できる多様性を許容できる社会制度を作る。

市民の声を聴き、施策・政策として行政に活かすこと。事業の趣旨・目的及び予算が
適正か、事業の執行は効率よく成果を上げたかなどチェック機能を働かせることで
す。そして、市政や議会の情報を市民の皆様に提供し共有することで共にＰＤＣＡを
回すことだと考えます。

１．先ずは、新型コロナウイルス感染症対策です。安心・安全なワクチン接種と経済
対策を進めます。２．未来のために産業廃棄物最終処分場建設計画に断固反対し阻止
に取り組みます。３．ＤＭＯ設置、活用による観光産業の活性化と移住定住の推進を
図ります。

市議会議員になる前の感性を持ち続けながら、赤穂市の皆様の声を市政に反映させる
ために行動することです。市議会議員は赤穂市の皆様の代表なので、皆様と同じ視点
も持ち続けることは重要です。そのうえで、皆様の意見や問題を実際に自分の足で聞
いて回り、皆様の代弁者として市政に伝えることだと考えます。

安心して子育てできる環境づくり、交通弱者が活動しやすいまちづくり、赤穂の魅力
を活かす観光都市づくり、災害に強いまちづくりに、重点的に取り組みたいと考えて
います。高齢者に優しく生きがいを持って生活できるまち、若者や子供達が笑顔であ
いさつ出来るまちの実現のため、上記４点の政策を重点的に取り組みます。

初当選より、「暮らしの身近な相談役」として活動している。市政発展と市民福祉の
向上を図るため、訪問対話と市民相談において、様々な課題、特に小さな声をお聴き
し、現場調査・検討の結果を基に議会において質問等で提案・議論を行う。そして、
市政と議会活動の情報を発信し、ご意見を伺い施策のフォローアップを行う。

誰一人置き去りにしない地域共生社会の構築に取り組む。すべての人々が地域、暮ら
し、生きがいを共に創り高め合う地域共生社会の実現に向けて､ 相談支援､ 参加支
援、地域づくりの一体的実施による重層的支援体制の整備促進により、自立した生活
の実現と暮らしの安心確保を図る。

市民の代表として、市民の皆様の要望や意見を市政に反映させていく事。また、市政
の方向性を決めるという大事な役割を担っていると思います。市民の皆様から信頼さ
れ、安心と希望が持てる市政のために全力を尽くしていく役割があると思います。

コロナ禍が長期化する中、不安を訴える場のない方、経済的に打撃を受けておられる
方の問題解決が最優先。・高齢者・障害者・ひきこもりなど支える家族への支援拡
充。・市民病院の相談窓口の充実・職場環境の改善。・子育て支援・若者の視点での観
光・特産物の振興。・災害対策で、避難所運営に女性の視点を取り入れる。

一市民としての感覚を持ち続け、市民の声をまっすぐ市政に届け、市民が必要として
いる市政を実現していくことが、市議会議員に求められている役割だと考えていま
す。

市民が主人公、くらし第一の市政、具体的には、市内循環バスなどの公共交通の拡
充、高卒までの医療費完全無料化、子育て家庭支援のための給食の無料化、国民健康
保険税などの引き下げを実現していきたい。

【幹事長】
瓢　敏雄
無所属❺　６３歳
　　　　＝尾崎

【会計】
奥藤　隆裕
無所属❸　６２歳
　　　　＝坂越

【会員】
山田　昌弘
無所属❸　６９歳
　　＝有年横尾

【会員】
山野　崇
維新　❸　４６歳
　　　　＝寿町

【会員】
西川　浩司
無所属❷　５７歳
　　＝上仮屋南

【代表】
榊　悠太
無所属❷　３０歳
　　＝上仮屋南

【政調会長】
土遠　孝昌
無所属❸　６２歳
　　＝正保橋町

【会計】
中谷　行夫
無所属❶　６３歳
　　　＝松原町

【会員】
前田　尚志
無所属❷　６５歳
　　　　＝大津

【代表】
田渕　和彦
無所属❷　６９歳
　　　＝西有年

【会計】
安田　哲
無所属❶　５１歳
　　　　＝高野

【広報】
荒木　友貴
無所属❶　３５歳
　　　　＝大町

【代表】
家入　時治
無所属❺　６６歳
　＝加里屋中洲

【会計】
井田　佐登司
無所属❶　５８歳
　　　　＝尾崎

【代表】
前川　弘文
公明　❺　５９歳
　　　＝元沖町

【会計】
南條　千鶴子
公明　❶　６２歳
　　　＝片浜町

深町　直也
共産　❶　３４歳
　　＝本水尾町

会派での役職、氏名、党派
当選回数、年齢、住所会派 自身が考える市議会議員の役割とは 市議として特に取り組みたいこと

無
会
派

公
明
党

政
翔
会

千
　
種

赤
諒
会

新
　
風

新 市 議 に 聞 く 〜 政 治 理 念 ・ 重 点 施 策 〜

【備考】赤穂市議会議員選挙前に赤穂民報が実施したアンケートで、質問に対し１５０文字以内で回答いただいた内容を会派順に掲載しました。回答がなかった議員は空欄となっています。

　
五
月
の
端
午
の
節
句
は
、
ま
た
牛
の
節
句
で
も

あ
り
ま
し
た
。
い
つ
も
農
作
業
に
精
を
出
し
て
く

れ
る
牛
を
ね
ぎ
ら
う
日
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　
「
お
ー
い
。
今
日
は
牛
の
節
句
や
で
、
牛
を
川

へ
つ
れ
て
い
っ
て
、
洗
て
や
ろ
や
な
い
か
」

　
み
ん
な
つ
れ
だ
っ
て
、
牛
を
追
っ
て
、
川
へ
行

き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
村
に
一
人
の
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク

な
若
者
が
い
ま
し
た
。
そ
の
若
者
は

　
「
わ
し
は
い
ま
か
ら
田
ん
ぼ
を
す
く
ん
や
」

と
い
っ
て
、田
ん
ぼ
に
牛
を
追
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
若
者
は
、
い
つ
も
み
ん
な
と
反
対
の
こ
と

ば
か
り
し
ま
し
た
。
み
ん
な
が
山
へ
行
く
と
、
一

人
だ
け
川
へ
行
き
、み
ん
な
が
仕
事
を
休
む
と
、一

人
だ
け
働
き
は
じ
め
る
と
い
う
ぐ
あ
い
で
し
た
。

　
み
ん
な
が
川
で
牛
を
洗
っ
て
や
り
、
牛
を
河
原

で
休
ま
せ
て
い
る
こ
ろ
、
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
の
若
者

は
田
ん
ぼ
を
す
い
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
突
然
田
ん
ぼ
の
中
か
ら
水
が
湧
き

始
め
、
み
る
み
る
う
ち
に
泥
田
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
泥
の
中
に
ひ
き
こ
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た

若
者
は
あ
わ
て
て
大
声
で
さ
け
び
ま
し
た
。

　
「
助
け
て
く
れ
！
　
誰
か
は
よ
う
来
と
く
れ
」

　
で
も
、
み
ん
な
遠
く
の
河
原
へ
行
っ
て
お
り
、

近
く
に
は
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
や
っ
と
の
こ
と
で
、
若
者
だ
け
は
泥
か
ら
抜
け

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
泥
田
に
な
っ
た
田
ん

ぼ
を
み
る
と
、
牛
も
、
す
き
も
、
飲
み
込
ま
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
そ
の
田
ん
ぼ
は
、
田

植
え
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
底
な
し
の
泥
田
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。有
年
に
伝
わ
る
お
話
で

す
。（
赤
穂
市
教
育
委
員
会
刊
『
赤
穂
の
昔
話
』・

「
節
句
の
た
ん
ぼ
す
き
」よ
り
）

節
句
の
た
ん
ぼ
す
き

　
　
　
　
　
　
　
【
第
２５
話
】

切り絵・村杉創夢
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赤
穂
民
報
川
柳
〔
第
８５
回
〕
濱
邉
稲
佐
岳
・
選

　

【
雑
詠
】

◎
暖
か
な
日
に
さ
そ
わ
れ
て
土
筆
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

吉
村
早
百
合
（
上
仮
屋
）

　

【
評
】
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
光
景
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
　
　
　

 

実
に
素
直
な
句
で
味
の
あ
る
句
で
す
。

○
ゆ
り
か
ご
の
電
車
の
よ
う
な
春
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
田　

虎た
け

賢と
し

（
明
石
市
）

○
友
の
逝
く
同
級
生
な
り
九
四
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

起
塚　

章
子
（
有
年
原
）

○
健
康
は
楽
し
む
こ
と
で
さ
ら
に
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
渕　

清
昭
（
西
有
年
）

第2414号　　2０21年（令和 3年）4月24日

よ
う
に
な
り
、
眺
望
が
格

段
に
良
く
な
っ
た
。

　

「
元
々
は
コ
ロ
ナ
で
出

掛
け
る
と
こ
ろ
が
な
く
な

り
、
フ
レ
イ
ル
防
止
の
た

め
に
向
山
に
登
り
始
め
ま

し
た
」
と
結
城
さ
ん
。
作

業
を
手
伝
う
よ
う
に
な

り
、「
も
う
少
し
、
も
う

少
し
と
草
を
刈
っ
て
い
く

う
ち
に
、
こ
こ
ま
で
広
く

な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で

足
腰
も
丈
夫
に
な
っ
て
、

肩
こ
り
も
な
く
な
っ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。
２
月

に
は
清
水
町
の
松
村
完
治

さ
ん（
７４
）が
登
山
口
や
分

岐
点
に
道
し
る
べ
を
設

置
。
初
め
て
来
た
人
で
も

迷
わ
ず
登
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

萬
代
さ
ん
ら
山
歩
き
仲

間
３
人
は
向
山
の
北
に
あ

る
丸
山
中
腹
に
展
望
ス
ペ

内
海
が
広
が
る
。

　

今
年
２
月
に
は
地
元
要

望
を
受
け
て
市
が
岩
の
周

囲
の
樹
木
を
伐
採
し
、
ふ

も
と
か
ら
岩
の
姿
を
見
や

す
く
な
っ
た
。
毎
月
２５
日

を
「
ビ
シ
ャ
ゴ
岩　

登
山

の
日
」
と
し
て
登
山
会

（
法
光
寺
駐
車
場
か
ら
午

前
１０
時
出
発
、
雨
天
中

止
）
を
開
い
て
お
り
、
宮

本
幸
則
さ
ん（
６７
）は
「
か

な
り
登
り
が
き
つ
い
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
ビ
シ
ャ
ゴ

岩
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
景

色
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ

ば
」
と
参
加
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

☎
０
９
０
・
７
３
５
７
・
１

８
６
４
。（
写
真
は
「
ビ
シ

ャ
ゴ
岩
を
地
域
の
名
所

に
」
と
張
り
切
っ
て
い
る

福
浦
地
区
の
み
な
さ
ん
）

　

頂
上
か
ら
東
に
瀬
戸
内

海
、
西
に
市
街
地
を
一
望

で
き
る
向

む
か
い
や
ま山
（
１
９
６
・

９
㍍
）
に
は
複
数
の
登
山

ル
ー
ト
が
あ
る
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
瀬
戸
内

ホ
ー
ム
」
近
く
の
登
山
口

か
ら
だ
と
３０
〜
４０
分
ほ
ど

で
頂
上
に
達
す
る
。

　

昨
年
１２
月
ご
ろ
か
ら
尾

崎
の
萬
代
一
三
さ
ん（
８７
）

ら
有
志
が
頂
上
ま
で
の
ル

ー
ト
を
草
刈
り
。
笹
が
茂

っ
て
３０
㌢
ほ
ど
し
か
な
か

っ
た
道
幅
を
２
㍍
ほ
ど
に

拡
張
し
た
。
そ
の
活
動
に

呼
応
し
て
今
年
１
月
ご
ろ

か
ら
は
清
水
町
の
結
城
真

弓
さ
ん（
７６
）ら
が
頂
上
付

近
の
草
を
刈
り
、
男
性
た

ち
が
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
て

枝
払
い
。
一
帯
は
広
場
の

ー
ス
を
整
備
。
道
の
端
や

樹
木
の
周
囲
に
縁
石
を
並

べ
、
廃
品
の
椅
子
を
置
い

て
休
憩
場
所
を
作
っ
た
。

眼
下
は
東
浜
塩
田
を
埋
め

戻
す
た
め
の
土
砂
を
採
取

し
た
谷
だ
と
い
い
、
春
に

は
山
桜
が
一
面
を
彩
る
と

い
う
。
萬
代
さ
ん
は
「
身

近
な
や
す
ら
ぎ
の
場
に
な

　

福
浦
の
標
高
約
３
０
０

㍍
地
点
に
あ
る
巨
岩
「
ビ

シ
ャ
ゴ
岩
」
も
最
近
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

「
ビ
シ
ャ
ゴ
」
は
鳥
の

ミ
サ
ゴ
の
地
方
名
。
地
元

の
人
た
ち
の
話
で
は
、
岩

の
名
称
の
由
来
は
「
ミ
サ

ゴ
が
魚
を
捕
ま
え
て
岩
の

上
で
食
べ
て
い
た
か
ら
」

れ
ば
と
思
っ
て
作
業
し
ま

し
た
。
最
近
は
わ
ざ
わ
ざ

遠
く
か
ら
登
り
に
来
て
く

れ
る
人
も
あ
る
の
で
う
れ

し
い
」と
話
す
。（
写
真
は

力
を
合
わ
せ
て
向
山
の
登

山
道
や
頂
上
周
辺
を
整
備

し
た
地
域
の
み
な
さ
ん
）

か
ら
雄
鷹
台
山
、
高
山
、

塩
屋
の
ハ
ブ
池
へ
至
る
ル

ー
ト
も
あ
り
、
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
る
山
歩
き
が

楽
し
め
る
。

　

登
山
グ
ル
ー
プ
「
オ
タ

カ
ク
ラ
ブ
」（
小
賀
紀
明

会
長
）
の
有
志
が
昨
年
１１

月
ご
ろ
か
ら
山
道
に
生
い

茂
っ
て
い
た
樹
木
や
下
草

を
除
去
し
、
分
岐
点
な
ど

に
プ
レ
ー
ト
を
設
置
。
急

な
登
り
の
難
所
に
は
ガ
イ

ド
ロ
ー
プ
を
設
け
た
。

　

中
心
と
な
っ
て
整
備
し

た
加
里
屋
の
須
田
雄
三
さ

ん（
６５
）は
「
横
谷
は
子
ど

も
の
頃
、
よ
く
遊
ん
だ
場

所
。
最
近
は
ほ
と
ん
ど
訪

れ
る
人
が
な
か
っ
た
が
、

と
て
も
い
い
と
こ
ろ
な
の

で
、
ぜ
ひ
散
策
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
雄
鷹
台
山
の
メ

イ
ン
ル
ー
ト
に
は
、
急
な

登
り
が
続
く
８
合
目
と
９

合
目
の
間
に
階
段
約
８０
段

が
整
備
さ
れ
た
。
会
員
仲

間
数
人
が
担
ぎ
上
げ
た
倒

木
や
流
木
を
材
料
に
取
り

付
け
た
。「
以
前
に
足
を

滑
ら
せ
て
捻
挫
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
、
安
全
に

登
れ
る
よ
う
に
と
整
備
し

ま
し
た
」
と
元
沖
町
の
富と

み

彌や

博
義
さ
ん（
７３
）。
小
賀

会
長
は
「
み
ん
な
の
お
か

げ
で
、
ど
ん
ど
ん
良
い
山

に
な
っ
て
い
る
」
と
誇
ら

し
げ
だ
。（
写
真
上
は
自

　

健
康
志
向
の
高
ま
り
と

と
も
に
、
豊
か
な
自
然
と

眺
望
な
ど
が
楽
し
め
る
山

歩
き
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て

い
る
中
、
よ
り
安
全
で
快

適
に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
赤
穂

市
内
の
山
々
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
地
元
住
民
ら
に
よ

る
登
山
道
整
備
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

３
か
所
を
取
材
し
た
。

　
　

  
＊　

＊　

＊

　

雄
鷹
台
山
と
高
山
に
は

さ
ま
れ
た
谷
間
に
あ
る
横

谷
渓
谷
。
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂

駅
北
口
か
ら
高
台
へ
上
が

っ
た
住
宅
地
に
あ
る
真
菰

池
の
横
を
過
ぎ
る
と
「
横

谷
入
口
」
の
プ
レ
ー
ト
が

あ
る
。

　

ほ
ぼ
平
坦
な
山
道
を
４

５
０
㍍
ほ
ど
歩
く
と
横
谷

渓
谷
。
砂
防
ダ
ム
を
越
え

た
水
が
岩
場
を
流
れ
る
。

せ
せ
ら
ぎ
を
横
に
聞
き
な

が
ら
先
へ
進
む
と
、
形
が

カ
エ
ル
に
見
え
る
「
ガ
マ

の
岩
」、
か
つ
て
鉱
物
を

採
掘
し
よ
う
と
し
た
跡
と

い
わ
れ
る
洞
窟
が
あ
る
。

洞
窟
ま
で
は
途
中
の
分
岐

と
か
「
下
か
ら
見
る
と
、

翼
を
広
げ
た
ミ
サ
ゴ
の
よ

う
に
見
え
る
か
ら
」
と
諸

説
あ
り
、
定
か
で
は
な

い
。
古
く
は
雨
乞
い
を
祈

っ
た
場
所
だ
と
い
う
。

　

綿
花
栽
培
で
ま
ち
お
こ

し
に
取
り
組
ん
で
い
る
奥

道
一
二
美
さ
ん（
６７
）ら
地

元
住
民
有
志
が
「
ビ
シ
ャ

ゴ
岩
か
ら
綿
畑
を
眺
め
よ

う
」
と
、
近
年
は
誰
も
通

ら
な
く
な
っ
て
い
た
登
山

道
の
再
開
拓
に
２
年
前
か

ら
着
手
し
、
手
作
り
の
道

標
を
設
置
し
た
。

　

登
山
口
の
一
つ
は
Ｊ
Ｒ

備
前
福
河
駅
か
ら
国
道
２

５
０
号
沿
い
に
西
へ
約
７

０
０
㍍
の
と
こ
ろ
に
あ

る
。
愛
宕
神
社
、
ゴ
ム
張

り
の
た
め
池
を
通
り
、
猪

が
水
浴
び
す
る
水
た
ま
り

を
過
ぎ
る
と
、
人
の
背
よ

り
も
大
き
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ

ロ
あ
る
一
帯
に
差
し
掛
か

る
。
約
８
２
０
０
万
年
前

の
火
山
噴
火
で
出
来
た
国

内
最
大
級
の
カ
ル
デ
ラ
跡

「
赤
穂
コ
ー
ル
ド
ロ
ン
」

の
一
部
だ
と
い
う
。

　

こ
の
先
の
湿
地
帯
を
抜

け
た
あ
た
り
か
ら
登
り
が

険
し
く
な
る
が
、
額
田
一

正
さ
ん（
６３
）や
川
端
晴
樹

さ
ん（
６６
）ら
が
整
備
し
た

ガ
イ
ド
ロ
ー
プ
や
間
伐
材

の
階
段
に
よ
っ
て
以
前
に

比
べ
る
と
格
段
に
登
り
や

す
く
な
っ
た
と
い
う
。
頂

上
（
３
１
１
㍍
）
方
面
と

の
分
岐
を
左
に
折
れ
て
１

０
０
㍍
ほ
ど
で
ビ
シ
ャ
ゴ

岩
。
眼
下
に
田
園
と
瀬
戸

　

加
里
屋
の
中
学
２
年
、

重
政
來ら

い

輝き

君（
１３
）が
国
家

資
格
「
危
険
物
取
扱
者
乙

種
第
四
類
」
に
合
格
し

た
。
関
係
者
に
よ
る
と
、

「
中
学
生
の
合
格
は
珍
し

い
」
と
い
う
。

　

危
険
物
取
扱
者
は
、　

一
定
数
量
以
上
の
危
険
物

を
貯
蔵
す
る
化
学
工
場
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど

で
取
り
扱
い
や
定
期
点
検

を
担
う
。
受
検
資
格
に
年

齢
制
限
は
な
い
が
、
法
令

や
物
理
、
化
学
の
知
識
も

問
わ
れ
る
。
第
四
類
は
ガ

ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
引
火

性
液
体
を
取
り
扱
え
る
資

格
で
、
試
験
を
実
施
す
る

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

池
田
さ
ん
は
「
長
く
続
け

ら
れ
て
い
る
の
は
、
丈
夫

に
産
み
育
て
て
く
れ
た
両

親
の
お
か
げ
。
柔
道
に
取

り
組
ん
で
く
れ
る
子
ど
も

た
ち
と
関
係
者
の
み
な
さ

ん
、
そ
し
て
支
え
て
く
れ

る
家
族
に
も
感
謝
し
、
こ

れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
競

技
を
続
け
た
い
」
と
謝
辞

と
抱
負
を
語
っ
た
。（
写

真
は
兵
庫
県
体
育
協
会
か

ら
マ
ス
タ
ー
ズ
賞
の
表
彰

を
受
け
た
池
田
正
男
さ
ん

㊨
）

　

長
年
に
わ
た
る
ス
ポ
ー

ツ
実
践
と
顕
著
な
実
績
を

称
え
、
上
仮
屋
の
柔
道
７

段
、
池
田
正
男
さ
ん（
７８
）

に
兵
庫
県
体
育
協
会
か
ら

マ
ス
タ
ー
ズ
賞
（
生
涯
現

役
賞
）
が
贈
ら
れ
た
。

　

１０
歳
で
柔
道
を
始
め
た

池
田
さ
ん
は
現
在
に
至
る

ま
で
現
役
の
柔
道
家
と
し

て
競
技
を
続
け
、
日
本
マ

ス
タ
ー
ズ
国
際
大
会
は
２

０
０
６
年
か
ら
１４
大
会
連

続
出
場
し
、
優
勝
４
度
、

準
優
勝
５
度
、
３
位
４
度

と
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
。
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

や
県
柔
道
連
盟
な
ど
の
役

員
を
歴
任
し
た
ほ
か
、
赤

穂
市
柔
道
協
会
の
会
長
と

し
て
後
進
の
指
導
に
も
熱

心
に
尽
く
す
。

　

１６
日
の
市
体
育
協
会
理

事
会
で
鹿
島
芳
明
会
長
か

ら
表
彰
状
を
伝
達
さ
れ
た

に
よ
る
と
合
格
率
は
３
割

程
度
だ
と
い
う
。

　

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら

「
理
科
が
大
好
き
」
と
い

う
重
政
君
は
、
父
の
武
弥

さ
ん
の
勧
め
で
昨
年
か
ら

同
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

８
月
と
１２
月
の
受
検
は
惜

し
く
も
合
格
点
に
届
か

ず
、
３
度
目
の
挑
戦
で
合

格
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

「
今
度
こ
そ
絶
対
に
合

格
す
る
」
と
の
決
意
で
、

試
験
直
前
の
２
週
間
は
１

日
２
時
間
半
か
け
て
勉
強

し
た
と
い
う
。「
次
は
第

一
類
（
酸
化
性
固
体
）
も

合
格
し
た
い
。
将
来
は
化

学
工
場
で
働
き
た
い
」
と

夢
を
語
っ
た
。（
写
真
は

危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
四

類
の
合
格
通
知
を
手
に
笑

顔
の
重
政
來
輝
君
）

柔
道
で
生
涯
現
役
称
え

県
体
協
マ
ス
タ
ー
ズ
賞

上
仮
屋
の
池
田
正
男
さ
ん

危
険
物
取
扱
の
国
家
試
験

中
学
生
が
見
事
合
格

加
里
屋
の
重
政
來
輝
君

　 　

　 　

　 　

　 　

地
域
住
民
が
ル
ー
ト
整
備

身
近
で
楽
し
く
山
歩
き

身
近
で
楽
し
く
山
歩
き

眺
望
や
自
然 

魅
力
い
っ
ぱ
い

作
の
道
標
プ
レ
ー
ト
を
設

置
す
る
須
田
雄
三
さ
ん
。

同
下
は
階
段
を
整
備
す
る

オ
タ
カ
ク
ラ
ブ
有
志
）
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